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系、および自然の浄化域を通過する流動経路 (hotpath) と浄化が生じない経路 (coldpath) を正確に把握
することが重要であり、 coldpathの上流側に透水性浄化壁を設置することにより、 coldpathをhotpathに変
換できる可能性があることも示唆された。
また台地上部から傾斜部にかけての住宅地および畑地、低地部の水田という土地利用形態は、比高の小さ
な台地と低地の境界では比較的よくみられるものであり、本論文における地下水硝酸汚染に対する自然浄化
と人為浄化の統合的アプローチの考え方は、他の地域にも適用が可龍であると判断された。
審査の結果の要旨
地下水の硝酸汚染という重要な環境問題をとりあげ、地下水流動系を詳細な水文学的観測等により明らか
にし、自然浄化域の生ずる地点と生じない地点とを特定した上で、透水性浄化壁という人為的手法を併用し、
浄化能力を検証したことは、当該研究分野に新たな知見を加えたものとして、高く評価される。
我が留の農村地域に典型的な土地被覆形態のフィールドにおいて、地下水流動プロセスと硝酸汚染のプ
ルームをこれだけ明確に、観測データに基づき示した研究は、これまで、なかった。また、自然浄化の生ずる
領域が、谷部の湿地帯だけではなく、地質条件による有機質粘土層にもあることを示したことは、従来の磁
酸汚染自然浄化研究に、新たな知見を加えたことになる。
さらに、地下水流動プロセスがここまで詳細に解明されたフィールドにおいて、透水性浄化獲が適用され
た例は、国際的にみても初めてであろう。一方、応用的観点からすると、透水性浄化壁はコストの問題が従
来指摘されている。本論文のように、地下水流動系が水文科学的に解明された上で、最適な場所に浄化壁を
設置することができれば、大騒なコスト削減が見込まれ、当該方法の普及にも寄与するものである。
また単に濃度低下を確認したのみではなく、自然浄化と人工浄化の両方について、浄化量を評価した点は、
学術的に評価される。さらに、浄化壁周辺の溶存成分等解析により、浄化壁が少なくとも数年は効果が持続
することを明らかにしたことも、応用的観点から評価される。
平成25年1月28日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。
よって、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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